
What 
We Do?
メディアドゥは何を生業とし、何を成し遂げてきた企業体なのか？
メディアドゥの「あゆみ」や、「あゆみ」をもとに培った「強み」など
を軸にご説明します。

04_メディアドゥのあゆみ

06_What’s Media Do?

08_事業基盤となる強み

10_ 社内外コミュニケーションの活性化　 
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19941994
テックカンパニーとしてのルーツ。 
コンテンツ配信事業をスタート  

1994年6月、代表取締役社長CEO藤田が大学在籍時に創

業し、携帯電話事業に参入。1999年4月、（株）メディア

ドゥを設立し、2000年10月、パケット通信量削減システム

「パケ割！」を開発。2004年7月、コンテンツ配信事業とし

て着うた®配信サービスを開始。  

20062006
音楽から電子書籍へ。  
電子書籍取次事業への参入  

「パケ割！」と着うた®配信サービスで培ったIT技術とコン

テンツビジネスの知見を生かし、よりシェア拡大のポテン

シャルがある電子書籍流通市場へ参入。 

2006年10月、コンテンツ配信システム「md-dc」を自社 

開発し、電子書籍取次事業を開始。

20132013
スマートフォン普及などによる 
市場拡大とともに成長

スマートフォンの普及に伴い、電子書籍市場は急拡大。その追い

風を受け、2013年4月には「LINEマンガ」へのコンテンツ取次を

開始するなど、売上・シェアともに大きく伸ばしていく。2013年

11月、マザーズ上場。2016年2月、東証一部に市場変更。

20172017
出版デジタル機構の子会社化。
国内電子書籍取次No.1のポジションを獲得

2017年3月、（株）出版デジタル機構を子会社化し、同年6月、完

全子会社化。国内電子書籍取次No.1のポジションを確立。

20212021
紙出版取次大手トーハンと 
資本業務提携。同社筆頭株主に。
ブロックチェーン技術の活用。 
市場拡大、そして新市場の 
創出へ

2022年4月、新たな中期経営計画を公

表。With/Afterコロナ社会やコンテンツ

獲得競争といった事業環境の変化を踏

まえながら、事業拡大に向けた新たな収

益の柱の確立を目指す。

メディアドゥのあゆみ
メディアドゥグループは、電子書籍などのデジタルコンテンツを中心とした著作物を 

広く世の中に頒布するという使命のもと、 常に変わりゆく時代の先端を見つめてきました。 

これからも、 挑戦を恐れず、新たなコンテンツ体験や価値観を世に提案し、  

事業の可能性に挑戦することで成長に繋げます。

売上高推移
（億円）

注：数値は四捨五入

2013～2020　Media Do 2.0 2021～ Media Do 3.0
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主
な
出
来
事

1995 
電子書籍サービス／ 
電子書店の誕生（PC向け）

2000
ケータイ（フィーチャーフォン向け）
小説ブームが到来

2003
ケータイコミック  

（フィーチャーフォン向け） 
が誕生

2007
iPhoneが世に送り出される（米国） 
Amazon Kindle／ 
Kindle Storeが誕生（米国）

2010
iPad（タブレットPC）
が登場

2013
無料マンガアプリ
の誕生

2021年10月  

出版ビジネスへの参入＆ 
NFTマーケットプレイス

「FanTop」の提供開始

2017年3月  

（株）出版デジタル機構 
の子会社化2006年10月

電子書籍取次 
事業に参入

1994～2012　Media Do 1.0
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流通の 
中核機能

高い開発力
システム・データ管理を 
含めたワンストップ対応

圧倒的な 
シェア

グローバルに 
おける存在感

業界からの 
支援POSITION

TECHNOLOGY

供給供給

供給

Whatʼs Media Do?What’s Media Do?

作家／ 
著作者

仕入

仕入

システム 
提供

情報提供

著作権 
利用料

著作権 
使用料

システム／
サービス提供

システム／
サービス提供

新規顧客情報

既存コンテンツ拡張

利用許諾

作品IPの 
仕入

コンテンツ・
サービス 

供給

ユーザー電子書店

150店 
以上

出版社

出版社 小説投稿サイト 漫画の着色・作画支援 出版社

インプリント事業
小説やマンガの原作といった「コンテンツIPの源泉」を保有し、 
映画やドラマ化等マルチチャネル展開を加速

Print on Demand (POD)
事業。（株）インプレスHD

との合弁会社

TSC専門の新
レーベル

統合印税管理システム 
提供

書籍要約サービス

IP・ソリューション事業
電子図書館、縦スクロールコミック（TSC）、 
POD出版等の展開で出版業界全体を活性化

国際事業
海外での出版向けサービスの拡充と、 
海外の先進的なサービスを国内で展開

FanTop事業
技術力を生かしたtoCサービスの展開により、 
デジタルコンテンツの新たな価値を創出

ジャイブ株式会社

国際事業展開拠点

自社開発したNFTマーケットプレイス

出版ワークフロー管理、 
書誌情報管理サービス

提供

書籍Webマーケティング 
ツール提供

出版社向けWebサイト 
構築・Eコマースソリュー

ションサービス提供

取次事業に関する 
業務アウトソーシング受託

電子書籍取次

電子書籍流通事業
日本の出版業界の特徴として、欧米に比して多数の出版社と 
電子書店が存在しています。双方にかかる様々な業務を 
メディアドゥが担うことで、円滑な流通を実現しています。 
具体的にはメディアドゥを経由することで、出版社と電子書店は
一社一社と契約する必要がなくなり、複雑な商流を簡素化して
います。

❶  出版社及び電子書店
間の調整業務

❷  売上・販売実績・書誌
データなどの一元管理

❸  電子書店の開拓と 
企画販促の推進

売上分配 契約仲介 システム提供 キャンペーン管理

電子書籍取次の機能

メディアドゥの強み（詳細はP.8） 

書店

（株）クレディセゾンとの協働で
運営する電子書店サービス

2,200社 2,200社 
以上以上
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TECHNOLOGY
POSITION

事業基盤となる強み

メディアドゥは従来の出版業界には存在しなかった先端テクノロジーを活用したSaaS志向のビジネスモデルに

よって、電子書籍流通における中間としての独自のプラットフォームを目指すという事業構想のもと、競争優位と

しての「Position」と「Technology」の進化・高度化を図っています。

POSITIONPOSITION
流通事業で国内トップシェア
••  出版社2,200社、電子書店150店以上と取引

••  電子書籍提供出版社のうち99%以上と取引可能

••  電子書籍流通国内シェア36%*1、世界第2位の電子書籍流通事業者
 *1 2023年2月期の当社流通総予想額を市場全体の流通総額で除して計算

••  流通総額（2023年2月期）：1,900億円

••  電子書店キャンペーン管理件数（2023年2月期）： 

 年間1.6万件超（前期比99.6%）

••  キャンペーン取り扱いコンテンツ数（2023年2月期）： 

 年間180万件超（前期比115.6%）

業界との強固な繋がり
••  4大出版社*2やトーハンなど出版業界の株主シェア約14%
 *2 KADOKAWA・講談社・集英社・小学館（50音順）保有比率は2023年2月末時点の発行済株式数をもとに計算

••  W3C*3 Publishing Business Groupの共同議長をアジアで唯一輩出、 
 日本人初のW3Cエヴァンジェリストに就任
 *3  電子書籍の国際標準規格を含む、インターネット技術の世界的標準化推進団体「World Wide Web Consortium」。 

 世界最大の出版社である米ペンギン・ランダムハウスなど欧米それぞれ1名ずつの代表者と並び、 

メディアドゥグループを代表し、2019年2月よりMedia Do InternationalのCEO 塩濵 大平が共同議長に就任。 

2021年1月よりW3Cにおける日本人初のエヴァンジェリスト。

エンジニア100名体制
••    大規模トラフィックを支える電子書籍流通基盤から、 

 ブロックチェーン等の先端技術を活用したサービス開発まで全てを自社で実現 

TECHNOLOGYTECHNOLOGY
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CREATION & ENERGY

社内外コミュニケーションの活性化

オフィスリニューアル
当社はコロナウイルス感染症拡大によって巣ごもり

需要、DXの進展といった恩恵を受けた一方で、社

内外ともに対面でのコミュニケーション機会が大幅に減

少し、社内連携と社外共創の希薄化が発生しました。と

りわけ、出版社と電子書店の間に存在する当社グループ

にとって、双方との密なコミュニケーションは極めて重要

です。社員同士や取引先の皆様との深い関係性の構築、

対話と共創の重要性を再認識し、皆が「訪れたくなる・集

まりたいと感じるオフィス」を目指して8Fオフィスを全面

改装し、「Creation（創造）&Energy（活力）」をコンセプト

に、2022年9月にリニューアルが完了しました。

本を身近に感じながらも、自然と人々が集まり、会話を繰り広げることで新しいアイデアが生まれるような空間を目指しました。この空間を通じて、
出版社や電子書店の皆様に必要とされるサービスやソリューションを生み出していきます。また、“Creation”にとどまることなく、生み出したサー
ビスやソリューションを取引先の皆様に受け入れていただいた喜びや自信を大切にし、それらを次なる活力にしてさらに良い提案を追求していき
ます。

逍遥の森

木陰の遊歩道を歩き哲学議論を交わした古代ギリシアの「逍遥学派」
から着想を得た空間。オフィスを散策しながら思考を深め、会社や部
門の枠を超えた活発なコミュニケーションを図ってほしいという願い
を込めました。室内に100本以上の生木が広がり、南側に面した大きな
窓から臨む皇居の豊かな緑を借景に開放感を演出します。こうした環
境で業務や議論を行うことで、いつもとは異なる新たなアイデアの創出
が期待できます。

「繋がり」を
大切に

当社
Media Do

出版社
Publisher

電子書店
eBook  

Retailers

逍遥の森図書館

図書館には、長年出版社で文芸編集者を務めてきた取締役副社長の
新名が中心となって選書した約5,000冊の蔵書を展示。常に本を身近
に感じられ、本棚に並ぶ数々の蔵書から新たなインスピレーションを
得ることができます。当社の出版や本に対する敬意、そして出版の価値
や歴史を表現する空間です。
　また、ルネサンスを代表する芸術家レオナルド・ダ・ヴィンチの手稿
を原寸大で精巧に複製した、極めて希少性の高いファクシミリ版など
を展示する「レオナルド・ダ・ヴィンチルーム」を新設。散逸させず、当
社グループが未来永劫受け継いでいく決意が込められています。

華氏451CAFE

逍遥の森の一角に、米国のSF作家で詩人のレイ・ブラッドベリが著した
小説『華氏451度』の名前を冠したカフェスペースを設けました。「思考
する力」「本に記録することの大切さ」を深く考えさせられる本作品と、
新オフィスのコンセプトが合致することからこの名が付けられました。
カフェで提供するスイーツは、2023年1月に開催された洋菓子の国際大
会（仏）*で2007年以来8大会ぶりの優勝を果たした日本代表メンバー
の一人、柴田 勇作氏が監修。美味しいスイーツとドリンクで、訪れた
人々の対話を一層彩ります。 
* クープ・デュ・モンド・ドゥ・ラ・パティスリー
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